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筆
文
字
ご
縁
つ
な
が
り
の
方
か

ら
、
年
末
に
行
わ
れ
た
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
三
本
杉
先
生
の
講
演
会
動

画
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

福
島
県
双
葉
町
の
元
中
学
教
師
、

三
本
杉
祐
輝
さ
ん
は
、
血
液
の
が
ん

「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
で
闘
病
中
。
が

ん
に
な
っ
て
初
め
て
わ
か
っ
た
「
い

の
ち
」
の
大
切
さ
。
闘
病
の
た
め
教

師
は
辞
め
た
が
、
教
壇
に
立
つ
こ
と

は
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
各
地
で
、

子
ど
も
た
ち
に
「
い
の
ち
の
授
業
」

を
続
け
た
。
医
師
か
ら
「
余
命
宣
告
」

を
受
け
た
時
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を

何
と
か
乗
り
き
る
と
次
に
待
っ
て
い

た
の
は
、
震
災
と
原
発
事
故
。
原
発

事
故
で
故
郷
を
追
わ
れ
て
も
、
避
難

先
で
、
い
の
ち
の
授
業
は
、
続
け
ら

れ
て
い
る
。
い
の
ち
の
授
業
で
発
せ

ら
れ
る
こ
と
ば
。
こ
と
ば
で
編
ま
れ

た
詩
や
詞
は
、
詩
集
と
な
り
、
ま
た
、

歌
と
な
り
、
広
く
届
け
ら
れ
て
い
る
。

※
上
記
ブ
ロ
グ
に
て
紹
介
し
ま
す
※

子
ど
も
た
ち
に
「
い
の
ち
の
授
業
」

元
中
学
校
教
頭
、
三
本
杉
祐
輝
さ
ん

◎昨年末に発表された神奈川新聞社主催 2013年第５回かながわ【新聞感想文コンクール】の『小学５年生の部 最優秀賞』、鈴木すみれさんの作

品をご紹介します。 読売新聞7月26日付の「電車押し乗客らが女性救出／海外で絶賛報道」の記事を読んでの素晴らしい感想文です。誰かのために、目の前の困

っている人のために動く力、まさに日本人の大切にしてきた思いやりの心、生き方を感じました。鈴木さんの言われるように、最初に動く人でありたいものです。

２０１４年、平成２６年、

明けましておめでとうございます。

午年、さらに一歩踏み出して、より深く

つながる、馬が合うご縁づくりを目指し、

常に感謝を忘れず、熱く駆けて、お互い

皆で馬くゆく年にしていきましょう。

たくさんの皆様のご縁に感謝いたします。

本年も何卒よろしくお願いいたします。

月

日
福
島
市
立
西
根
中
学

12

9

校
に
て
開
か
れ
た
講
演
会
は
、
三
本

杉
先
生
が
「
優
し
さ
の
た
ね
」
と
い

う
演
題
で
生
徒
や
先
生
方
、
保
護
者

の
方
に
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で

し
た
の
で
、
重
要
点
を
抜
粋
し
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
い
の
ち
』

毎
日
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、
有

り
難
い
こ
と
で
あ
り
、
奇
跡
の
連
続

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。『
命
』
と
は
、

自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
繋
が

っ
て
い
る
命
で
あ
り
、
頂
い
た
も
の
。

そ
の
生
か
さ
れ
て
い
る
命
を
、
自
分

を
磨
く
の
は
自
分
し
か
い
な
い
。
自

分
の
人
生
は
自
分
で
切
り
開
く
。

『
出
会
い
』

出
会
い
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
視
野
を

広
げ
、
も
の
の
見
方
を
広
げ
る
こ
と
。

過
去
を
悔
や
ん
で
も
、
未
来
を
不
安

が
っ
て
も
何
に
も
な
ら
な
い
。
今
を

輝
か
せ
て
生
き
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は･

･
･

①
様
々
な
こ
と
に
好
奇
心
を
も
つ

②
い
く
つ
に
な
っ
て
も
素
直
で
あ
る

③
前
向
き
に
生
き
る

『
時
間
』

限
り
あ
る
中
学
校
時
代
は
大
事
な

財
産
。
人
生
の
幹
を
し
っ
か
り
育
て

る
こ
と
。
日
常
や
行
事
を
大
切
に
し

思
い
出
の
多
い
幹
を
創
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
幹
を
育
て
る
に
は
、【
３

】
C

チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
チ
ャ
ン
ス
。

今
か
ら
自
分
を
変
え
（
チ
ェ
ン
ジ
）
、

挑
戦
し
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）、
そ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
行
動
し
て
い
く
。

何
回
挫
け
て
も
、
折
れ
て
も
構
わ

な
い
か
ら
、
何
度
で
も
立
ち
上
が
れ
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、
そ
う
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
今
を
輝
か
せ
る
こ
と
。

『
感
謝
』

３
年
生
が
迎
え
る
受
験
は
、
ま
さ

に
自
分
の
将
来
を
切
り
開
く
た
め
の

も
の
。
い
ま
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い

た
、
お
家
の
方
、
先
生
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
は
す
ご
く
大
事
。
そ
れ
は
、

一
つ
の
区
切
り
だ
か
ら
。
卒
業
と
は

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
巣
立

っ
て
ゆ
く
大
切
な
大
切
な
旅
立
ち
の

儀
式
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
を
し
っ
か
り
出
せ
る
よ
う
に
。

小
学
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞

最
初
に
動
く
そ
の
誰
か

湘
南
白
百
合
学
園
小
学
校

鈴
木

す
み
れ

Ｒ
南
浦
和
駅
で
、
七
月
二
十
二
日
、
ホ
ー
ム
と
車
両
の
間
に
挟
ま
れ
た
女
性

J
客
を
、
乗
客
と
駅
員
が
救
出
し
た
と
い
う
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
記
事
は
、

海
外
で
も
報
道
さ
れ
、
各
国
で
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

―
自
分
達
の
国
で
同
じ
事
故
が
起
こ
っ
て
も
、
乗
客
は
眺
め
る
だ
け
で
何
も
し

な
い
だ
ろ
う
。

―
日
本
だ
け
で
お
こ
り
う
る
こ
と
。

女
性
が
転
落
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
人
は
す
ぐ
に
「
列
車
非
常
停
止
ボ
タ
ン
」

を
押
し
た
。
駅
員
が
駆
け
つ
け
、
車
両
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
周
囲
の
人
達
も
一
緒

に
押
し
始
め
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
車
内
の
人
達
は
自
主
的
に
、

ホ
ー
ム
に
降
り
た
。

も
し
、
わ
た
し
が
事
故
の
現
場
に
居
合
わ
せ
て
い
た
ら
、
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。

「
せ
ー
の
！
」

と
い
う
か
け
声
が
聞
こ
え
た
な
ら
、
隣
の
人
が
押
し
始
め
た
な
ら
、
わ
た
し
も

同
じ
こ
と
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、「
最
初
に
動
く
人
」
に
な
れ
る
の
か
、

そ
の
自
信
は
な
い
。
瞬
時
に
判
断
し
て
、
行
動
に
移
す
人
が
い
た
か
ら
、
そ
れ
を

良
い
こ
と
だ
と
察
し
て
、
皆
が
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
、
女
性
を
救
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。

ロ
イ
ヤ
ル
ベ
ビ
ー
誕
生
に
湧
く
英
各
紙
で
は
、
こ
の
救
出
劇
を
「
英
雄
的
」
と

評
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
般
的
な
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
、
わ
た
し

は
思
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
極
限
状
態
に
お
か
れ
た
被
災
地
で
、
人
々
が

整
然
と
列
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
世
界
を
驚
か
せ
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
、
ピ
ン

チ
で
も
諦
め
な
い
、
か
え
っ
て
一
致
団
結
す
る
姿
に
、
外
国
の
人
達
は
賛
辞
を
送

っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
祖
母
の
話
も
思
い
出
し
た
。
祖
母
は
学
生
の
頃
、
超
満
員
の
電
車
か

ら
降
り
よ
う
と
し
て
、
お
箸
箱
を
車
内
に
落
と
し
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

「
え
っ
？

何
？

箸
箱
落
と
し
た
っ
て
よ
～
！
」

大
声
を
あ
げ
て
く
れ
た
男
性
か
ら
次
々
と
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
、

つ
い
に
、
「
箸
箱
、
あ
っ
た
ぞ
～
！
」。

電
車
が
停
ま
っ
て
い
た
僅
か
二
分
の
間
に
、
バ
ト
ン
の
よ
う
に
手
か
ら
手
へ
渡

り
、
そ
の
お
箸
箱
は
祖
母
の
手
元
へ
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
張
り
上
げ
て
く
れ

た
声
を
祖
母
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

同
じ
電
車
で
通
学
し
て
い
る
わ
た
し
は
、
駅
で
の
言
い
争
い
を
見
た
こ
と
が
あ

る
し
、
人
身
事
故
後
の
大
混
乱
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ
モ
ー
ド
が
最
高
点
に
達
す
る
こ

と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
誰
か
の
た
め
に
力
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
ば
、
そ
れ
が

周
り
の
人
に
伝
わ
っ
て
、
計
り
し
れ
な
い
パ
ワ
ー
を
生
み
出
す
の
だ
。
最
初
に
動

く
そ
の
誰
か
―
に
、
わ
た
し
は
な
り
た
い
。
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結婚を控えた娘に・・・

いよいよ来月、結婚するんやね。

おめでとう。

ジューン・ブライドに憧れていたは

ずやのに、きみは結局、お母さんの

旅立った８月を式の日に選びました。

あなたの母親であり、私の妻であ

った、我々の最愛の女性は、ある、

小さな記事として新聞にも掲載され

た交通事故により、きみがまだ６歳

の時に亡くなりました。

突然すぎて、悲しみ抜いて、途方

に暮れて、精神的に参ってしまった

私は、死のうとしたんです。バカな

ことに、きみを連れてお母さんを追

いかけようとした。

その日、最後の思い出にと、家族

でよく出かけた遊園地に２人で行き

ました。君は嬉しそうに、はしゃぎ

回った。いつも家族で乗ったメリー

ゴーランドにひとりで乗るきみを、

私は精いっぱいの笑顔を作って、だ

けど力なく手を振って、きみが「お

父さーん」と呼ぶ声に必死で答えて

いました。

とにかくきみは楽しそうで、これ

が最後の遊園地になることも知らず

に、いや、今日が最後の日であるこ

とも知らずに、元気いっぱいに走っ

ては、乗り物をハシゴしてた。

きみが楽しげであればあるほど心

は痛んで、でも、心が痛めば傷むほ

ど、必死で笑顔を作るようにしまし

た。

やがて急流すべりを乗り終わって、

こちらに駆けつけてきたきみは、満

足げな表情で見上げつつ、私と手を

つないで、ニコニコしながらこう言

いました。

「もういいよ、お父さん。

もう、お母さんのところに行こ」

☆感涙警報☆【メリーゴーランド】

きみは気づいていたんやね。

きみを抱いたまま、ムリヤリ、父親

の私がこの世を去ろうとしていたこと

を、なぜか知っていたんやね。

この言葉で、

私はハッと目が覚めました。

私はこんなことを言った。

「あほ！お母さんに怒られるぞ、ミサ

ト！いつか、お母さんがゴハン作って

待ってるのに、迎えに来てくれたオマ

エと駅前の焼鳥屋に寄り道した時みた

いに、『そんな勝手なことするんやっ

たら、二人で出て行きなさい！』って、

お母さんスネるぞ！スネたらひつこい

ぞ～！」

こう言うときみは…、お葬式の日以来、

お母さんのことでは全く泣かなかった

ミサトは、セキを切ったように大きな

声で泣きだしたね。

24年前のあの日のことを、きみは憶

えていないと言います。でも、きみに

子供が、そう、私とお母さんにとって

の孫ができて成長したら、あの遊園地

にみんなで行こう。お母さんの分も入

場券をちゃんと買って、みんなでメリ

ーゴーランドに乗ろう。そしてみんな

で、思いっきり笑おな。

ミサト、本当におめでとう。

（滋賀県・60代男性）

出典『なみだのラブレター』

（橋本昌人）ヨシモトブックス

読売新聞社の企画するインターネ

ットの掲示板「発言小町」で、４人

の息子さんを持つ母親からの投稿（ト

ピック）が、２０１３年、最も心に

残った話題として「発言小町大賞２

０１３」の「ベストトピ賞」に輝き、

発表がありました。投稿主が子ども

を笑わせるよう心がけたところ、怒

ってばかりいた毎日が一転したとい

う投稿に、心温まる思いをした人も

多かったようです。以下、昨年末12

月14日の本紙記事より。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

投稿主には３～６歳の４人の息子

がいる。３歳児は双子で、重い病気

と知的障害がある。また、夫は仕事

で家を不在にしがち。イライラする

ことも多かったという。

そんな時、テレビで「子育て中は、

子どもをいかに笑わせるかを考えて

いた。お風呂に入る前にお尻を壁か

ら突き出して振ったりした」という

タレント、関根勤さんの話を聞いた。

投稿主も早速、お尻を突き出すなど

してみると、子ども全員が笑顔にな

った。

それ以降、子どもをくすぐったり、

変な顔で歌ったりと、子どもをどう

笑わせるかを考えながら生活するよ

うに。「子どものいたずらも減り、毎

日幸せで楽しくなりました」という。

自身も笑顔になった。

投稿主には、子育て中の母親を中

心にエールが送られ、「我が家でも取

り入れたい」という反響も相次いだ。

６歳の男の子を持つシングルマザ

ーは「息子に冷たい言葉を言ってし

まうなど、イライラしてばかり。関

根さんの言葉、目からウロコです」。

【笑いのある子育てに共感】
発達障害の子どもがいるという人は

「大切なことを教えてくれて、ありが

とう」と感動した様子だった。アニメ

のキャラクターの声まねなど、子ども

を笑わせる方法を披露する人もいた。

笑いのマジックは、子育て以外でも

効果があるようだ。母親を在宅介護し

ているという女性は、「母の笑顔が見

たくて母を笑わせることばかりやって

いたら、つらかった毎日が楽しくなっ

た」。

育児関係者の多くは、子育てにおけ

る笑顔の大切さを指摘する。

「笑いは薬のようなもの。子育てを

豊かにもすると思う」と話すのは、吉

本興業がはじめたプロジェクト「パパ

パーク」のリーダー、佐藤詳悟さんだ。

同プロジェクトは「パパ芸人」を集

め、子育て番組の出演、雑誌連載など

を行っている。例えば、お笑いコンビ、

ペナルティのワッキーさんは、動物の

物まねをしたり、耳を引っ張って変な

顔をしたりといった、赤ちゃんを笑わ

せるための動画を作った。

元保育士の「こどもコンサルタン

ト」、原坂一郎さんは「子どもは、自

分を笑顔にしてくれる人を好きになっ

て信頼し、聞く耳を持つようになりま

す」と、その効果を説く。

忙しくて子どもを笑わせる余裕がな

い人もいるだろうが、「子どもに指示

する時、ちょっと表情に気を付けるだ

けでも効果があります」とアドバイス

している。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

いかがですか。笑いが、自然治癒力

・免疫力の強化など、医学的にもその

効果が多く報告されています。今年も

「大笑い」でスタートしましょう！

私は母の顔がすごく嫌いでした。

なぜなら大きなやけどの跡があるか

らです。「よそのお母さんはあんなに

綺麗なのに何で私のお母さんは･･･」

とか、「何でこの人が母親なんだろう」

とさえ思ったことがありました。

そんなある日のこと。その日の四時

間目に、私はあることに気づきまし

た。夕べ徹夜で仕上げた家庭科の課

題が手元に無いのです。どうやら家

に置いてきてしまったようです。あ

たふたして勉強も手につきません。

家庭科の授業は五時間目。私は昼休

みに自宅まで取りに帰る事を決心し

ました。四時間目も終わり帰る準備

をしていたところ、クラスメートが、

「めぐみ～、めぐみ～、お母さん来

てるよ、」と言いました。私は、はっ

としました。急いで廊下に出てみる

と、なんと、母が忘れた課題を学校

まで届けに来ていたのです。

「なんで学校にきてるのよ！取りに

帰ろうと思ってたのに！」と息を立

てて問い詰めると、「でも、めぐみち

ゃん夕べ頑張ってやってたから･･･」

といいました。私は、「おばけみたい

な顔して学校来ないでよ、バカ！」

と言って 、母から課題をひったくる

ように取り上げると、すたすたと教

室に入っていきました。自分の母親

があんな顔をしていることを友人達

に知られてしまったことで、私は顔

から火が出る思いでした。

☆心にサプリ☆【母の顔の傷】
その日の夕飯後のこと。私は父親に

呼ばれました。昼間のことで怒られる

のだろうなと思いました。

すると父親は予想に反してこんな話

をはじめました。

「お前がまだ生まれて数ヶ月の頃隣の

家で火事があってな。その火が燃え広

がって、うちの家まで火事になったこ

とがあったんだよ。そのときに二階で

寝ていたお前を助けようと、母さんが

煙に巻かれながらも火の中に飛び込ん

でいったときに、顔に火傷を負ってし

まったんだよ。今、お前の顔が綺麗な

のは、母さんが火の中に飛び込んでい

ってお前を助けたからだよ。」

私はそんなことは、はじめて聞きま

した。そういえば今まで火傷の理由を

母から聞いても、あやふやな答えしか

返ってきたことはありませんでした。

「なんで今まで黙ってたの？」私は

涙ながらに母親に聞くと、「めぐみち

ゃんが気にすると思ってずっと黙って

ようと思ってたんだけど･･･」といい

ました。

私は母への感謝の気持ちと、今まで

自分が母親に取ってきた態度への後悔

の念とで、胸が張り裂けそうになり、

「お母さ～ん」と言って母の膝の上で

ずっと泣いていました。

今では自分の母の顔のことが誇りに

さえ思えるようになりました。家族を、

私を守ってくれた母のこの顔の傷のこ

とを･･･。 （出典FB涙が止まらない）

『海賊とよばれた男』が、2013年

の本屋大賞に選ばれた百田尚樹さん

の作家デビュー作であり、ベストセ

ラーとなった『永遠の０』が、映画

化され、昨年末12月21日から公開さ

れています。

物語は、終戦から60年目の夏、司

法試験に落ち続け、人生の目標を失

いかけていた健太郎が、特攻隊員と

して戦死した祖父の生涯を調べ始め

るところから始まります。2006年の

作品なのですが、話題となった昨年、

自分は終戦記念日直前に読みました。

2日間で読んだのですが、その語りの

うまさに一気に引き込まれました。

実は、自分の祖父は、父が小学生

の時に戦死しています。読み進める

うちにどうしても靖國神社に行きた

くなりました。最後のクライマック

ス、四分の一ほどを電車の中で泣き

ながら読み終えて、夕刻閉門一時間

前に参ることができました。

そして、待ちに待った映画公開。

満を持して？初日に観ることできま

した。リアリティあふれる空戦の模

様など、想像以上の素晴らしい出来

映えに感動しきり、そして、たくさ

んたくさん涙しました。

原作にない場面があり、思いを伝

【 永遠の０ 】
えるべく、とても意味深く作られてい

ました。大切な家族のために、必ず生

きて帰るという約束。そのことで仲間

から「臆病者」と呼ばれた、孤高の天

才パイロットは、なぜ、最後に特攻を、

死を選んだのか･･･。

これを「運命」といっていいのか。

衝撃の結末。

「あと10年もすれば、我々戦争経験

者は、皆いなくなるいだろう。その前

に伝えることができてよかった･･･」

というセリフがありました。ある意味

反戦小説ですが、まさに作者、百田さ

んが伝えたかったことであり、私たち

の世代が、次の世代に語りつないでい

かなければならない大切なメッセージ

がたくさん表現されています。

わずか70年前のことですが、その壮

絶な時代に亡くなっていった多くの

命、生き残って葛藤の人生を歩んだ人

たちの思い。私

たちは、この与

えられた命をい

かに使うべきか。

書籍にて、劇

場にて、ぜひ、

それぞれに感じ

取ってもらいた

いと思います。


